
「
北
海
道
で
最
大
の
面
積

を
持
つ
北
見
市
が
今
、
財

政
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

今
後
毎
年

億
円
以
上

30

の
財
源
不
足
と
な
る
見
通

し
で
昨
年

月
に
は
財

、

『

11
』

。」

政
健
全
化
計
画
を
発
表

「
羽
鳥
慎
一
モ
ー
ニ
ン
グ

シ
ョ
ー
」
４
月
９
日
放
送

を
始
め
、
多
く
の
報
道
が

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

☆

☆

な
ぜ
北
見
市
は
、
財
政。

危
機
に
陥
っ
て
い
る
の
か

そ
の
背
景
に

平
成
の

“

大
合
併

が
指
摘
さ
れ
て

”

い
ま
す
。

北
見
市
は
２
０
０
６
年

３
月
に
北
見
市
と
３
つ
の

町
が
合
併
し
、
道
内
で
一

番
広
い
市
と
な
っ
た
。

広
い
面
積
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
を
管
理
・
維
持
す
る

市
の
負
担
が
増
加
し
た
。

（

）

平
成

年
２
０
１
５

27

に
は
、

億
円
を
か
け
て

35

図
書
館
を
建
設
し
、
さ
ら

（

）

に
令
和
３
年
２
０
２
１

に
は
、
総
事
業
費
１
１
８

億
円
で
新
市
庁
舎
を
完
成

し
た
。

財
政
危
機
が
表
面
化
し

昨
年
８
月
令
和
９
年
２

、

（

０
２
７
）
開
校
予
定
の
小

中
一
貫
校
・
義
務
教
育
学

校
の
設
立
が
白
紙
に
な
っ

た
。端

野
図
書
館
の
建
て
替

え
計
画
は
一
時
凍
結
。

北
見
・
高
栄
保
育
園
が

３
月
末
で
閉
園
。

来
年

月
か
ら
家
庭
ご

10

み
袋
は
、

枚
入
り
で
９

10

０
０
円
か
ら
１
３
５
０
円

に
な
る
・
・
・
。

☆

☆

北
見
市
と
鶴
岡
市
を
較

べ
て
み
れ
ば
、
人
口
・
面

積
・
市
税
・
交
付
税
な
ど

同
レ
ベ
ル
の
数
値
で
す
。

令
和
７
年
度
の
財
源
不

足
（
赤
字
）
は
、
北
見
市

が

億
円
で
、
鶴
岡
市
は

20億
２
千
万
円
。

13
今
後
人
口
減
少
は
、
２

０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０

年
ま
で
、
北
見
市
は
約
４

万
人
減
り
、
鶴
岡
市
は
約

４
万
５
千
人
減
少
（
国
立

社
人
研

年

月

日
。）

23

12

22

鶴
岡
市
の
救
い
は
、
財

政
調
整
基
金
と
減
債
基
金

の
残
高
が
、
北
見
市
は
底

を
つ
い
て
い
る
の
に
、
鶴

岡
市
は
約

億
４
千
万
円

69

あ
り
、
借
金
残
高
が
北
見

市
の

％
と
比
較
的
少
な

66

い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
鶴
岡
市
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
図

書
館
、
藤
島
に
小
中
一
貫、

校
・
義
務
教
育
学
校
な
ど

大
型
の
投
資
事
業
が
計
画

、

、

さ
れ
赤
字
予
算
が
続
き

。

基
金
も
減
っ
て
い
き
ま
す

約
１
０
０
億
円
も
見
込

ま
れ
る
義
務
教
育
学
校
は

見
直
し
、
約

億
円
で
藤

40

島
中
学
校
改
築
に
早
く
着

手
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

2025年 月 日４ 20

第 号１４９１
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日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）
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と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
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配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
4月 29人 18,600円
3月 36人 24,510円

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

語
り
継
ぐ
「
私
の
戦
争

体
験
」
鈴
木
雪
子
②

知
ら
せ
を
受
け
直
ぐ
に

子
ど
も
を
連
れ
て
家
に
帰

り
、
と
り
あ
え
ず
お
産
の

準
備
。
私
は
妊
娠
７
カ
月

の
身
重
で
し
た
。

子
ど
も
の
衣
類
と
あ
り

あ
わ
せ
の
お
金
を
持
っ
て

集
合
所
に
集
ま
り
、
夜
中

の

時
頃
に
用
意
し
た
２

12
台
の
馬
車
に
、
病
人
や
子

ど
も
、
荷
物
を
積
ん
で
、

ウ
チ
ミ
の
駅
ま
で
５
里
の

山
道
を
夜
通
し
歩
い
て
、

着
い
た
の
は
明
け
方
の
午

前
７
時
頃
で
し
た
。

主
人
、
重
吉
は
昭
和
20

年
５
月

日
現
地
召
集
さ

14

れ
、
岡
部
さ
ん
の
夫
、
重

作
さ
ん
と
同
じ
日
に
エ
ン

ア
ン
（
北
安
）
に
入
隊
し

ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は

３
歳
半
に
な
る
次
男
と
妊。

娠
７
カ
月
の
身
重
で
し
た

岡
部
さ
ん
の
奥
さ
ん
も
３

歳
の
女
の
子
と
妊
娠
８
カ

月
で
し
た
。

弟
さ
ん
（
忠
次
）
は
７

月
に
召
集
さ
れ
、
奥
さ
ん

（
よ
き
ゑ
）
は
４
歳
の
長。

女
と
９
カ
月
の
身
重
で
す

開
拓
団
の
個
人
の
家
に、

は
新
聞
や
ラ
ジ
オ
も
な
く

も
ち
ろ
ん
電
気
も
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ラ
ン
プ
生
活

で
し
た
の
で
、
何
一
つ
戦

時
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
入
り
ま

せ
ん
。
心
の
準
備
も
な
い

ま
ま
の
出
来
事
で
し
た
の

、

、

で
考
え
る
余
裕
も
な
く

着
の
身
着
の
ま
ま
で
飛
び

出
し
ま
し
た
。

、

終
戦
の
知
ら
せ
を
受
け

長
年
築
い
て
き
た
家
や
土

地
を
捨
て
て
避
難
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ン
コ
リ
ュ

逃
避
行

ウ
か
ら
ハ
ル
ピ
ン
へ

ウ
チ
ミ
の
駅
に
着
い
て、

終
戦
を
知
っ
た
私
た
ち
は

本
当
に
惨
め
で
し
た
。

汽
車
は
何
本
も
通
り
過

ぎ
ま
す
が
、
私
た
ち
を
乗、

せ
る
気
は
ま
っ
た
く
な
く

通
過
す
る
汽
車
に
は
ケ
ー

ジ
に
入
れ
た
鶏
ま
で
一
緒

に
避
難
す
る
人
た
ち
が
い

る
の
で
す
。
同
じ
日
本
人

で
何
で
こ
ん
な
に
差
が
あ

る
の
か
、
腹
立
た
し
く
て

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

夕
方
や
っ
と
乗
れ
る
汽

車
が
来
た
の
で
す
が
、
無

蓋
車
で
し
た
。

、

疲
れ
果
て
た
私
た
ち
は

や
っ
と
の
想
い
で
女
子
ど

も
、
年
寄
り
た
ち
と
乗
る

こ
と
が
で
き
、
落
ち
着
き

ま
し
た
が
、
ハ
ル
ピ
ン
ま

で
普
通
４
時
間
の
と
こ
ろ

を
２
昼
夜
も
か
か
り
、
腹

を
空
か
し
て
泣
き
叫
ぶ
子

ど
も
、
貨
車
の
中
で
お
産

す
る
人
、
見
る
も
無
惨
な

情
景
で
す
。

ハ
ル
ピ
ン
に
着
い
た
の

は

日
の
明
け
方
。
夜
明

20

、

け
と
と
も
に
満
人
た
ち
は

菓
子
な
ど
を
線
路
に
並
べ

て
売
っ
て
い
ま
す
。

お
腹
を
空
か
し
て
い
る

子
ど
も
達
と
一
緒
に
、
何

時
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
状
況
な
の
で
、
我
先
と

買
い
ま
く
り
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
さ
せ
た
の
で
す
。

（

）

つ
づ
く

財
政
危
機
の
北
見
市
に
似
て
い
る
!?

財政危機の北海道・北見市と鶴岡市との　中期財政計画・令和7年度の数値比較

人口・ 市税・億 地方交付 公債費 人件費・ 扶助費・ 投資的経

万人 円 税・億円 ・億円 億円 億円 費・億円
面積・km² 債費比

財源調整 財調・減

分の繰入 債基金残
金・億円 高・億円

市債残高

・億円

実質公

率(％)

北見市 10.91 1427.4 150.3 215.3 103.1 106.5 122.1 105.7 11.820.0 1046.8 3.5

鶴岡市 11.56 1311.5 157.3 238.6 82.5 124.6 148.5 105.2 7.513.2 695.4 69.4

（北見市と鶴岡市の令和7年度中期財政計画から抜粋）

HTB北海道ニュース3月14日



朝
日
地
域
の
庄
内
交
通

路
線
バ
ス
が
、
今
年
６
月

末
で
、
上
田
沢
線
と
大
網

線
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

鶴
岡
市
は
朝
日
地
域
交

通
再
編
に
つ
い
て
、
７
月

１
日
か
ら
、
路
線
定
期
型

の
「
あ
さ
ひ
バ
ス
」
と
、

デ
マ
ン
ド
型
の
「
あ
さ
ひ

デ
マ
ン
ド
カ
ー
」
の
実
証

運
行
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
は
、
お
お
お
む
ね

３
年
間
、

運
営
主
体
は
、
朝
日
地、

域
公
共
交
通
運
営
協
議
会

運
行
体
制
は
、
交
通
事

業
者
に
よ
る
委
託
運
行
、

は
、
廃
止

あ
さ
ひ
バ
ス

路
線
の
代
替
で
、
９
人
乗

り
車
両
を
、
朝
日
庁
舎
と

上
田
沢
間
、
朝
日
庁
舎
下

村
口
と
大
網
間
を
、
そ
れ

ぞ
れ
往
復
１
便
／
日
、

定
時
定
路
線
で
、
決
め

ら
れ
た
時
間
に
バ
ス
停
留

所
で
乗
車
で
す
。

あ
さ
ひ
デ
マ
ン
ド
カ
ー

、

、

は
市
営
バ
ス
の
代
替
で

南
部
線
（
朝
日
庁
舎⇔

大
鳥
）
往
復
３
便
／
日
、

東
部
線
（
朝
日
庁
舎⇔

）

、

田
麦
俣
往
復
３
便
／
日

予
約
し
た
日
時
に
、
指

定
場
所
で
乗
車
し
ま
す
。

は
と
も
に
、
月

運
行
日

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、

は
土
日
と
祝
日
、

運
休

年
末
年
始
（

／

～
１

12

29

／
３
）
で
す
。

関
税
の
上
乗
せ

毎
日
の
よ
う
に
映
る
真

っ
赤
な
ネ
ク
タ
イ
で
の
署

名
す
る
姿
。
真
っ
赤
な
ネ。

ク
タ
イ
は
彼
の
勝
負
服
か

▲
そ
れ
に
し
て
は
、
朝
令

暮
改
が
あ
っ
た
ナ
。
関
税

の
上
乗
せ
は
、
自
国
の
国

債
に
悪
い
影
響
が
出
る
か

ら
と
、
半
日
で
変
更
だ
。

自
分
に
反
抗
し
た
中
国
を

除
い
て
、
上
乗
せ
を

日
90

。

間
猶
予
す
る
と
い
う
ん
だ

勝
手
だ
ネ
～
。

日
の
前

90

に
も
新
し
い
問
題
に
気
付

く
か
も
ヨ
。

▲
憎
ま
れ
っ
子
世
に
憚
る

と
い
う
が
、
彼
は
正
に
そ

れ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ

れ
ま
で
の
自
由
貿
易
だ
っ

て
、
交
渉
で
そ
う
な
っ
た

ん
だ
と
言
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
要
ら
な
い
米
を
輸

入
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
強

大
国
の
押
し
付
け
も
あ
る。

自
由
貿
易
だ
っ
た
で
し
ょ

▲
確
か
に
、
自
動
車
は
輸

入
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
程
日
本
か
ら
出
て
行
っ

て
い
る
だ
ろ
。
そ
れ
は
売

れ
る
か
ら
当
然
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
ア
メ
車
が
日
本

車
よ
り
良
い
所
が
な
い
か

ら
売
れ
な
い
ん
で
し
ょ
。

ん
だ
ば
、
ど
う
し
ょ
う
も

な
い
事
で
し
ょ
う
。
俺
は

軽
ト
ラ
ッ
ク
ば
っ
か
り
だ

ど
も
。

▲
要
ら
な
い
物
を
買
わ
さ

れ
て
も
自
由
貿
易
な
ん
だ

が
、
今
ま
で
関
税
な
ん
て

問
題
ど
こ
ろ
か
話
題
に
も、

な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に

な
ぜ
今
世
界
中
を
揺
さ
ぶ

る
ん
だ
。
自
分
の
い
う
事

を
効
か
せ
て
、
俺
が
一
番

と
威
張
り
た
い
の
か
ネ
。

関
税
の
上
乗
せ
で
本
当
に

得
す
る
の
？

▲
日
本
と
言
う
国
は
「
一
、

方
的
に
そ
ん
な
こ
と
は
許

さ
な
い
。
今
ま
で
の
取
り

決
め
は
ど
う
な
る
ん
だ
。

取
り
消
せ
」
な
ん
て
言
え

な
い
。
イ
カ
ン
・
イ
カ
ン

と
言
い
な
が
ら
、
諦
め
ど

あ
き
ら

こ
ろ
を
考
え
て
話
し
合
い

。

、

に
臨
む
み
た
い
し
か
も

ど
の
国
よ
り
早
く
会
っ
て

く
れ
る
と
喜
ん
で
い
る
ん

だ
か
ら
。
悪
い
見
本
に
な

る
か
も
ヨ
（
石
川
）

。

氏名

連絡先

切り抜いて、共産党市議団や

民報配布者にお渡しください

政
権
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
っ
て
、
国
民

の
要
求
が
通
る
可
能
性
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
政
も
同
様
に
、
声
を
あ
げ
れ
ば
変
わ
り
ま

。

、

す

体
育
館
の
ト
イ
レ
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
な
ど

意
見
・
要
求
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

東
田
川
史
跡
物
語

島
野
嘉
作
の
『
墓
誌
』
③

関
原
郡
長
の
見
舞

再
三
拝
戴

青
山

崇

原
文
の
最
後
で
あ
る
。

明
治
年
間
は
、
生
産
し

た
農
産
物
を
一
堂
に
集
め

て
出
来
不
出
来
を
審
査
す

る
農
産
共
進
会
が
各
地
で

盛
ん
に
開
か
れ
た
。

島
野
も
出
品
し
よ
く
賞

を
得
た
。

と
り
わ
け
明
治

年
農

39

事
改
良
の
成
績
顕
著
と
し

て
、
大
日
本
農
会(

農
業
学

識
経
験
者
、
同
団
体
、
優

秀
農
家
な
ど
が
会
員)

総
裁

功
三
級(

金
鵄
勲
章
：
右
図

・
終
身
年
金
７
０
０
円
授

与)

７
級
ま
で
あ
る
。
終
戦

で
廃
止
）

し
か
し
当
時
は
「
光
栄

最
モ
大
ナ
」
る
も
の
で
あ

っ
た
。

大
正
元
年(

１
９
１
２

年)

８
月
病
気
に
な
り
、
日

々
悪
化
し
、
同
月

日
遂

25

に

歳
で
逝
去
し
た
。

64

、

帰
郷
し
て
わ
ず
か
９
年

働
き
ざ
か
り
の

歳
か
ら

42

歳
ま
で
の

年
間
、
乾

54

12

田
馬
耕
を
な
か
な
か
受
入

れ
な
か
っ
た
東
田
川
郡
に

よ
く
尽
し
て
く
れ
た
。

病
で
伏
せ
た
時
、
当
郡

の
関
原
郡
長
が
お
見
舞
状

を
送
っ
た
と
こ
ろ
「
大
ニ

感
喜
シ
再
三
拝
戴
シ
テ
瞑

(

メ
イ
：
眼
を
閉
じ
る)

」

し
た
と
い
う
。

原
文
に
返
る
。

『
各
地
農
産
共
進
会
ニ
於

テ
褒
賞
ヲ
受
ク
ル
数
回
、

同
三
十
九
年
三
月
農
事
改、

良
成
績
顕
著
ナ
ル
ヲ
以
テ

大
日
本
農
会
総
裁
功
三
級

(

金
鵄
勲
章
：)

貞
愛
親
王

殿
下
ヨ
リ
賞
状
ヲ
賜
フ
。

君
ノ
光
栄
最
モ
大
ナ
リ
。

大
正
元
年
八
月
病
ア
リ
病

勢
日
ニ
進
ミ
、
同
月
二
十

五
日
遂
ニ
没
ス
。
年
六
十

四
才
』。

危
篤
ノ
際
関
原
郡
長
ヨ

リ
慰
問
書
至
ル
。
君
大
ニ

感
喜
シ
再
三
拝
戴
シ
テ
瞑

(

メ
イ)

ス
。
同
年
九
月
君

ノ
功
績
ヲ
追
懐
シ
、
祭
粢

料(

サ
イ
シ
：
粢
は
精
白
し

て
い
な
い
穀
物)

ト
シ
テ
同

郡
有
志
ヨ
リ
金
五
拾
円
、

郡
農
会
ヨ
リ
金
貳
拾
円
贈

与
セ
ラ
ル
。
君
筑
紫
郡
春

日
村
大
字
白
水
松
尾
嘉
一

三
女
キ
セ
子
ヲ
娶
り
、
四

男
一
女
を
生
ム
。
長
男
米

吉
家
ヲ
嗣
ク
。
君
三
男
松。

次
郎
ト
共
ニ
別
居
ヲ
ナ
ス

二
男
長
吉
他
家
ヲ
繼
ク
。

四
男
貞
教
他
方
ニ
徒(

う

。

。

つ)

ル
女
子
ノ
家
ニ
ア
リ

、

嗚
呼
君
ハ
農
事
ニ
長
ス
ト

而
巳
ナ
ラ
ス
其
行
為
實
謹

厚
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
人
皆
之

ヲ
信
ジ
至
ル
所
功
績
ア
リ

宜(

ム
ベ
。)

ナ
ル
哉
。
素

褒
賞
ヲ
受
ク
ル
数
回
ニ
シ

テ
、
世
ニ
欣
慕(

キ
ン
ボ)

セ
ラ
ル
ル
斯
ク
ノ
如
ク
ナ

ル
コ
ト
。
頃
日
松
次
郎
墓

碑
ヲ
建
テ
ン
ト
欲
シ
文
ヲ

余
ニ
乞
ウ
、
余
君
ト
交
誼

ア
リ
因
リ
テ
不
文
ヲ
辞
セ

ス
コ
レ
ヲ
記
ス
。

高
原
謙
次
郎

撰

久

保

哲
龍

書

島
野
松

次
郎

建
』

朝
日
地
域
の
交
通
再
編


